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第1号議案

令和2年度事業報告及び収支決算の承認について

令和2年度事業報告及び収支決算について、別紙により承認を求めます。

令和3年4月7日提出
　神納地域まちづくり協議会

　　　　　　　　会長小田徹
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令和2年度　事業報告

区　分 事業名、取組項目 1実蝸当対象順1 取組内容 1備考
（1）集落支援事業

1　地域
の課題解
決並びに

①　山田、岩野
　　沢集落

ア．山田・岩野沢農事集会所におい

地域振興
及び住民
交流

【収穫感謝祭】（中

止）

ア．10／18 集落全世

て、チューリップの球根の植栽。

イ．足腰の弱い方が参加しやすくする
ため、高座椅子、折りたたみテーブル

→【ア．チュー
リップの球根植

イ．10／28 帯 を購入。

（ア．球根代、イ．高座椅子ほか）

栽、イ．備品購
入】

◎支援額103，000円

②　飯岡集落 高齢化に伴い、足腰の弱い方が増え
たことにより、高座椅子、座布団を購

【環境整備、観桜

会】（中止） 12／9 集落全世
帯

入し安心して参加してできる体制を整
えた。

（高座椅子、座布団）

⇒【集会所備品
整備事業】 ◎支援額101，000円

③　桃川集落

ア．集落内の環境整備後、手打ちそば
【集落内環境整備及

を各家庭に家族分を持ち帰ってもらい
び大交流会（中 夕食時に喫食して頂いた。
止）】

⇒【ア．桃川環
　境整備、イ．

11／15
集落全世
帯

イ．中古音響機器を購入しイベント時
に使用。

（材料費、音響機材ほか）

音響機材購
入】

◎支援額141，000円

ア．ホタルの住みやすい環境づくり
（カワニナの放流、生息地域の草刈

④　河内集落
ア．6．月下

り、歩道に転落防止用のチェーン張
り）。また、鑑賞に来られた方に生態

【ア．ホタルの

里づくり、イ．
クリスマスツリ

ー
飾り】

旬～8月上

　旬
イ．11／29

～ 1／10

集落全世
帯、一般
鑑賞者

などについて説明。

イ．今年で12年目を迎え、集落の活性
化と住民の活気・元気をもらっている
ツリーの更新。

（アルミ縁台、ツリーほか）

◎支援額73，000円

⑤　南大平集落

足腰の負担が大きい高齢者の方も参
【第7回鯉っちゃフ

ェスティバル】（中

止）
6月30日

集落全世
帯

加できる体制づくりを実施。

（車椅子、お座敷チェア、ほか）

⇒【集落行事参
◎支援額88，000円

加促進事業】
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1　地域
の課題解
決並びに
地域振興
及び住民
交流

⑥　指合集落

【集落統一費の神】

→【ア．集落統一賓の神、イ．

避難所備品整

ア．1／11

イ．1／14

集落全世
帯

ア．集落内の費の神を統一して人々の
無病息災を願い実施。

イ．避難所に指定されている集落の研
修センターに冬季の停電等に備え電源
の必要のないストーブを購i入。

（わら等資材費、対流式ストーブ）

備】
◎支援額101，000円

⑦　殿岡集落
ア．お盆に家々の思いを書き込んだ灯
籠流しを準備、コロナ禍の為中止。

【灯籠流し】（中止）

→【ア．灯籠流
し（準備のみ）、

ア．中止

イ．9／19

集落全世
帯

イ．高齢化に伴い、足腰の弱い方も気
兼ねなく参加できる体制を整備。

（高座椅子、整備費ほか）

イ．備品購入】
◎支援額95，000円

⑧　小出集落 ア．中断していた盆踊りを今年から行
う予定で準備、コロナ禍により中止。

【ア．盆踊り（準

備のみ）、イ．

運動公園ライ

ア．中止

イ．4月初

　旬

集落全世
帯

イ．集落内の公園に桜のライトアップ
を実施。（期間：4月初旬から10日間）

（太鼓修理費、拡声器ほか）

トアップほ
か】 ◎支援額90，000円

ア．有明集落開発センター前広場を会

⑨　有明集落
場に盆踊りを予定、コロナ禍により中
止となり、準備していた提灯等を購

【ア．会議用テーブル、イ．納

涼盆踊り大会】

ア．5／20

イ．7／1

集落全世
帯

入。

イ．会議用のテーブルを更新。

（提灯、テーブル購入）

◎支援額131，000円

（2）地域交流事業

防災意識の高揚を目的に、防災用品

地域イベントの
開催

9月～10，月

　（中止）

地域全世
帯

の体験・試食会と防災講習会を実施し
ます。

【コロナ禍により中止】

（1）健康福祉増進事業

2健康福
祉等の増
進、まち
づくり活
性化のた

健康講話事業
11月

（中止）

地域全世
帯

　健康づくりを目的として、大人を対
象とした講i演会を実施します。

【コロナ禍により中止】

めの知識
及び情報
の収集

神林地区生活支
援協議隊と連携
（「かみはやし

互近所ささえ～
る隊」）

11．月

（中止）
5地域合同

　消防団を対象に「組織別ワークショ
ップ」を行います。①「地域包括ケア

システムの実現に向けて動き出す機会
の創出」②組織として「集落等ででき

ること」を考える機会の創出を目的に
実施いたします。

【コロナ禍により中止】

（2）まちづくり活性化情報収集事業

集落内の活性化の方策や課題解全般
など、今後のまちづくりについて先進

他地域のまちづ
くりの取組（先
進地視察研修）

7月

（中止）

神納地域
対象者

的な取り組みを行っている組織・団体
等の視察研修を実施。

【コロナ禍により中止】
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3他まち
（1）連携事業

づくり協
議会との
連携、他

①神林地区敬老
会への参画

6月20日
（中止）

神納地域対

象者

　神林地区全体での敬老会へ参画し、
敬老者への支援を行う。
【コロナ禍により中止】

団体の事 地域間の連携を図っていくことを目

業に参加 ②まちづくり活 未定 5地域合同 的に、5地域合同による研修及び情報
動推進研修 （中止） （運営委員） 交換を行う。

【コロナ禍により中止】

新神納 新神納 新神納小学校と連携し、運動会及び
小学校 小学校区 文化祭時の事業協力と、卒業式時に花

・ 運動会 （神納、神 の鉢植えを贈呈（鉢植えは入学式時に

納東、西神 も使用。）

・ 文化祭 納）の各ま 【コロナ禍により運動会・文化祭時の

③小中学校との
連携事業

・ 卒業式

（3／24）

ち協 支援は中止、卒業式での鉢植えの贈
呈】

神林中学 神林中学校 コミュニティスクール（学校運営協
校 区（5っの各 議会）と連携し、ウォークラリーの看

まち協） 板を作成。

④関係人口の取 7月6日 5地域まち 令和元年度に行った関係人口創出・

組 協合同、神 拡大事業のワークショップで出された

～ 林地域活性 結果を実施するため、7月6日に実行委
化協議会ほ 員会を立ち上げ、道の駅を情報発信の
か 拠点施設とし、イベントを計画、コロ

ナ禍の為縮小し実施。又、次年度に向
けた事業計画を検討中。
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【会議等の開催】

■通常総会

　　令和2年4月16日令和2年度通常総会令和2年度神納地域まちづくり協議会議題を書面議決により

　実施。

　○評議委員・代議員の回答件数

　　　評議委員・代議員総数　26名

　　　　　　　　回答者数　　26名

　○審議事項及び議決事項

　　　第1号議案　令和元年度事業報告及び収支決算の承認について

　　　　　　　　　　　　　　　承認　26件、反対　0件、無効　0件

　　　第2号議案　令和2年度事業計画（案）及び収支予算（案）の承認について

　　　　　　　　　　　　　　　承認　26件、反対　0件、無交　0件

　　　第3号議案　神納地域まちづくり協議会役員の承認について

　　　　　　　　　　　　　　　承認　26件、反対　0件　　無交　0件

■運営委員会

　○令和2年7月2日　第1回運営委員会　出席者18名

　1報告事項
　　（1）令和2年度の通常総会について

　　（2）市主催のイベント等の開催基準について

　　（3）関係人口の取組について（道の駅神林を拠点とした取組）

　　（4）神林地区敬老会について

　2議　　題
　　（1）今年度の事業及び、実施の可否について

　　　①事業計画について

　　　②事業別検討会メンバーについて

○令和2年9H17日　第2回運営委員会　出席者12名

1報告事項
　（1）市主催のイベント等の開催基準について

　（2）関係人口の取組について（道の駅神林を拠点とした取組）

　（3）神林地区敬老会中止に伴う、お祝い品の配付について

　（4）集落支援事業について

2　議　　題

　（1）健康講話講演会の開催について

　（2）旧神納小学校の草刈りについて

　（3）神納地域まちづくり計画「第4次計画」の作成について

○令和3年2月　4日　第3回運営委員会　出席者13名

1報告事項
　（1）決算見込みについて

　（2）令和3年度集落支援事業金額の確定について

　（3）令和2年度神林地区版「まちづくり新聞」第12号について

　（4）関係人口の取組について

2議　　題
　　令和3年度事業計画について

　　　令和3年度神納地域まちづくり協議会年間予定表

　　　　①村上市防災士会と連携事業

　　　　②集落の課題解決事業
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○令和3年3fi　4日　第4回運営委員会　出席者14名

1報告事項
　（1）村上市防災士会と連携事業について

　（2）令和3年度敬老会の開催について

2議　　題
　（1）令和3年度議案書の審議について

　　①令和2年度事業報告及び収支決算について

　　②令和3年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

　（2）第4次神納地域まちづくり計画について

■評議委員会

　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした

■検討会

　　開催せず

■正副会長打合せ

　　令和2年6，月4日

　　令和3年1月15日

第1回運営委員会の打合せ

第3回運営委員会の打合せ

■神林地区まちづくり協議会連絡会議

　令和2年6月23日　　役員会

　　（1）イベント開催時等における食糧費（飲食代）の反省会時の参加費補助について

　　（2）「関係人口創出・拡大事業」モデル事業について

令和2年12月14日　　第1回神林地区まちづくり協議会連絡会議

　　（1）第4次まちづくり計画の策定について

　　（2）令和2年度まちづくり協議会合同研修会の開催について

令和3年2月16日　　第2回神林地区まちづくり協議会連絡会議

　　（1）神林地区まちづくり協議会通常総会の開催方法について

　　（2）関係人口創出事業の取り組みについて

■その他会議等

　令和2年7月6日
　令和2年7月30日

　令和2年8月3日

　令和2年8月26日

　令和2年10月5日

令和2年10月24日

令和2年12月11日

　令和3年1月21日

関係人口創出事業実行委員会設立準備会

第1回関係人口創出事業実行委員会及び第1回専門部会

第2回関係人口創出事業専門部会

第3回関係人口創出事業専門部会

第2回関係人口創出事業実行委員会

第3回関係人口創出事業実行委員会

第4回関係人口創出事業実行委員会

関係人口創出事業ミーティング（座談会）

【まちづくり新聞等の発行】

令和2年6月15日

令和2年12月1日

令和3年3月31日

神納地域版第25号発行

市報むらかみ「まちづくり協議会通信」

神林地区版第12号発行
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令和2年度神納地域まちづくり協議会収支決算書

収　入 （単位：円）

科　目 予算額 補正額
補正後
予算額① 決算額②

比較②一① 説　　明

1地域まちづくり交付金 上853，000 0 1．853COO 1，853，000 0

2繰越金 133，393 0 133，393 133，393 0 前年度繰越金

3諸収入 607 0 607 5 △602 利子

合　　　計 1，987，000 0 1，987，000 1，986，398 △602

支　出 （単位：円）

科　目 予算 流用額
流用後
予算額①

決算額② 比較②一① 説　　明

1組織運営経費 554，900 0 554，900 467，520 △87，380

1役員・委員報償 347，000 0 347，000 347，000 0 会長　　　32，000円

副会長　　22，000円

監事　　　　2，000円×2名

委員　　　　17，000円×17名

2費用弁償 69，000 一 19，150 49，850 2，000 △47，850 会議出席等

3会議費 31」00 0 31，100 17，210 △13，890 会場借上料

お茶代等

互事務費 39，800 19，150 58，950 58，950 0 事務用品、郵便料

振込手数料等

5印刷製本費 68，000 0 68，000 42，360 △25，640 まちづくり新聞印刷費

2集落支援事業費 923，000 0 923，000 923，000 0 山田岩野沢　　103，000円

飯　　岡　　　　101，000円

桃　　川　　　141，000円

河　　内　　　　73，000円

南大平　　　　88，000円

指　　合　　　　101，000円

殿　岡　　　　95，000円

小　　出　　　　90，000円

有　　明　　　　131，000円

3地域交流事業費 158，000 0 158，000 0 △158，000 イベント等の開催費

4健康福祉増進事業費 39」00 0 39，100 4，389 △34，711 健康講話、ささえあい事業

5まちづくり活性化事業費 102，000 0 102，000 0 △102，000 他地域まちづくり（先進地視察）

6他団体連携事業費 200，000 0 200，000 70，000 △130，000 小・中学校等との連携事業

7予備費 10，000 10，000 0 △10，000

合　　　計 1，987，000 0 1，987COO 1，464，909 △522，091

収入額合計
　1，986，398

支出額合計　　　　　　次年度繰越額
　1，464，909　　　　　＝　　　　　　　521，489
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監査報告書

　神納地域まちづくり協議会の令和2年度事業報告書及び収支決算書にっい

て、通帳、出納簿並びに関係書類を監査した結果、適正に処理、記載されて

いると認める。

令和3年 4月2日

．事薔鶴緒 勧
　，〉

鶴溺y
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第2号議案

第4次神納地域まちづくり計画（案）の承認について

第4次神納地域まちづくり計画（案）について、別紙により承認を求めます。

令和3年4月7日提出
　神納地域まちづくり協議会

　　　　　　　　　会　長小田　徹
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第4次神納地域まちづくり計画
　　（計画期間：令和3年度～令和5年度）

1　地域の特色、課題

　神納地域は、神林地区の東部に位置し、岩野沢、山田、飯岡、桃川、河内、南大平、指

合、殿岡、小出、有明の10集落が、平野部から山間部に点在し自然環境が豊かな地域で、

平野部は大部分を広大な水田が占めています。

　山間部には大平山、木原木山があり、特に大平山は登山道が整備され、付近は、過去に

星空がきれいに見える場所の上位にランクインしています。そこに天体観測施設のポーラ

ースター神林や南大平ダム湖公園が整備され、登山や夏場のキャンプ、星空観測（定期公

開）などに利用されています。また、石川、百川2本の川が流れ、上流ではホタルの舞う

清流域となっております。特に百川上流の河内集落では「ホタルの里づくり事業」を行っ

ており、ホタルの住みやすい環境づくりを行っています。

　神納地域の歴史を振り返ると、明治22年（1889年）4月に市町村制施行により神納村、と

なり、明治34年（1901年）11月に神納村と東神納村が合併し神納村が誕生し、昭和30年

　（1955年）1月に神納村、西神納村、平林村の3村が合併し神林村が出来ました。平成20

年（2008年）には5市町村合併（神林村、村上市、荒川町、朝日村、山北町）による新村上

市が誕生し現在に至っています。

　主な産業は農業で、圃場整備された水田での稲作が盛んに行われており、神林地区の岩

船産コシヒカリの主要産地になっていますが、高齢化に伴い年々農業従事者数は減少して

います。

　地域の人口は、住民基本台帳で比較すると平成24年1月1日（まちづくり協議会の設立

年）の2，026人から令和3年1月1日の1，669人と357人（減少率121％）減少しており、

子どもの人口も年々減少し、神林地区内の小中学校は、平成31年4月に2校あった中学校

が統合され「神林中学校」として、令和2年4月には5校あった小学校が2校に統合され、

当地域の小学校は神納小学校、神納東小学校、西神納小学校の3校が統合され、新「神納

小学校」として誕生しました。

　各集落では、平成24年度から「市民協働のまちづくり」が始まり、集落内での交流会な

どを通じて、子供からお年寄りまでの交流と親睦が図られ、互いの信頼関係と団結を深め

た取組により、災害時の協力体制の醸成に繋がっております。しかし、少子化により神納

地域で昔から行われている親睦を目的とした恒例行事の運動会については、人口減少によ

り開催が難しい状況になっています。この先20年後、30年後、集落が維持できるか心配

です。（図1参照）

　また、生活の多様化・仕事や子育てなどにより、地域に愛着はあるものの、なかなか地

域の行事に参加できない若者や女性もおり、これらの方々も参画しやすく、意見も反映で

きるまちづくりが課題となっています。
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人ロピラミッド（令和3年1月1日現在）
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図1　村上市行政資料より

2　地域まちづくりの基本方針、将来像（目標年度：令和5年度）

　恵まれた地域の自然を活かし、地域内の交流をいっそう深めるとともに、出身者やゆか

　りのある方などと関わりをもち、みんなで協力し支え合いながら、安心して暮らせるまち

づくりを目指す。

3　具体的な取り組みの方向性、実施事業等（計画年度：令和3年度～令和5年度）

基本方針

　恵まれた地域の自然を

活かし、地域内の交流を

いっそう深めるととも

に、出身者やゆかりのあ

る方などと関わりをも

ち、みんなで協力し支え

合いながら、安心して暮

らせるまちづくりを目指

す。

取り組みの方向性
・ 集落での取り組みを重視し、集落内での共同作業や交流会な

どを通じて、互いの信頼関係と団結を深めた取組を行う。

・ 高齢化社会に対応した助け合いと協力体制の住民意識の向上

を図る。

・一人ひとりが主役となり、地域の課題解決に向けた取組を進

め、地域の元気づくりに繋げる。（SDGsを目指した取り組み）※1

・ 自然災害が頻発している状況の中で災害時等において迅速に・

対応ができるよう、自助・共助・公助を基本とした対応が出来

るよう、自主防災組織や防災士と連携した訓練や研修会などを

行う。また、住民の健康増進を図るための研修会や、講演会を

開催する。

・ 他まちづくり協議会や小・中学校との連携をはかる。また、

他団体の事業へ積極的に参加する。

・ 関係人口の取り組みを行う。

・ 小・中学校が統合した事により、子どもたちが参加しやすい

体制作りとして、まちづくり協議会の統合も視野に入れた検

討。
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4　事業計画年度

．　　　事業項目 実施年度

3 4 5
備考

集落内での共同作業や交流会の開催 〉
11

地域の課題解決の取組 〉

まちづくり活性化のための研修、講演会などの開
催の検討、住民の健康増進

〉

他まちづくり協議会や小・中学校との連携、他団体

事業へ積極的な参加
〉

SDGs（持続可能な開発目標）を目指した取り組

み※1 l　　　　　l

※1SDGs（持続可能な開発目標）における17のゴール

ぷ
㍉

i【地方創生SDGs】
　　地方創生は、少子高齢化に歯止めをかけ、地域の人口減少と地域経済の縮小を克服し、将来に
わたって成長力を確保することを目指しています。地方が将来にわたって成長力を確保するには、，
i人々が安心して暮らせるような、持続可能なまちづくりと地域活性化が重要です。特に、急速なi
i人口減少が進む地域では、くらしの基盤の維持・再生を図ることが必要です。　　　　　　　　i
i　持続可能なまちづくりや地域活性化に向けて取組を推進するに当たっては、SDGsの理念にi
i沿って進めることにより、政策全体の全体最適化、地域課題解決の加速化という相乗効果が期待t
でき、地方創生の取組の一層の充実・深化につなげることができるため、SDGsを原動力とし
た地方創生を推進します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
，　SDGsにおいては、17のゴール、169のターゲットが設定されるとともに、進捗状況を
i測るための約230の指標（達成度を測定するための評価尺度）が提示されています。これらを！
i活用することにより、行政、民間事業者、市民等の異なるステークホルダー間で地方創生に向けi
iた共通言語を持つことが可能となり、政策目標の理解が進展し、自治体業務の合理的な連携の促i
進が可能となります。これらによって、地方創生の課題解決を一層促進することが期待されます。i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典：内閣府HP）　i
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第3号議案

令和3年度事業計画（案）及び収支予算（案）の承認について

　令和3年度事業計画（案）及び収支予算（案）について、別紙案により承認

を求めます。

令和3年4月7日提出
　神納地域まちづくり協議会

　　　　　　　　会　長小田　徹
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令和3年度　事業計画（案）

区　分 事業名、取組項目
1実施・寺期 1対象人員 1　　取組内容 1備考

（1）集落支援事業

1　地域 山田・岩野沢農事集会所を会場に、
の課題解
決並びに
地域振興
及び住民
交流

①　山田、岩野
　　沢集落

【山田・岩野沢
植栽】

10月17日
集落全世
帯

全世帯を対象に球根の植栽を行い交流
と親睦を図る。

　　　　（球根代、材料費等）

　　　【支援額上限：101，000円】

朝6時から集落周辺の空き缶やゴミ
拾いを行う。その後、10時から沢田堤

②　飯岡集落

【環境整備、観
4月中旬

集落全世
帯

までの沿線を散策し桜並木を観桜。そ
の後、会場を公会堂に移し地域住民の
交流と親睦を深める。

桜会】
（音響リース代、景品代等）

【支援額上限：101，000円】

③　桃川集落
ア，集落内の各小路の古い名称を調
べ、看板の作成。

【ア．集落内環
　境保全、

イ．音響設備購
　入】

10月17日
集落全世
帯

イ．音響機器を購入。

　（環境整備費等、音響設備購入）
　　　【支援額上限：141，000円】

ア・イ、ホタル里づくり、クリスマス
ア． ツリーは、集落の活性化や地域との交

④河内集落
6月下旬

　～

流に不可欠な事業で、コロナ禍が収束
し地域間の移動や、大勢での交流が自

【ア．ホタルの

里づくり、イ．
クリスマスツリ

ー
飾り】

7月下旬

イ．

　12月

　～

集落全世
帯

由になった時は、ホタルの鑑賞会やツ
リー鑑賞を地域に発信したい。

（ホタル観賞用ベンチ、ツリー飾り
LED等）

1月 【支援額上限：72，000円】

集落全体に参加を呼び掛けゲーム等
⑤　南大平集落 を行い、会話の場を設け集落住民の交

【第8回鯉っち

ゃフェスティバ

6月下旬
集落全世
帯

流と親睦を図る。

　　　　　　（材料費等）
ル】 【支援額上限：86，000円】

平成24年1月までは小規模な複数の
費の神の神が祀られていたが、平成25
年1月からは、一つの会場に融合した

⑥　指合集落 奏の神を作り「無病息災」「家内安全」

【費の神】
1月10日

集落全世
帯

「五穀豊穣」を祈願し、会話とリクリ
エーションで交流と親睦を図る。

（わら等資材費、レクリエーション代等）

【支援額上限：98，000円】
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1　地域 集落内を流れる石川に灯籠を流し、

の課題解 先祖の霊に思いをはせ、併せて石川の

決並びに
地域振興
及び住民

⑦　殿岡集落

【灯籠流し】

8．月15日

（雨天の場

合16日）

集落全世
帯

環境保全を図る。

　　　　（整備費、材料費等）

交流 【支援額上限：93，000円】

以前は、青年会が主体となり実施さ
れていたが、会員の負担も多く中断さ
れている豊年盆踊りを、区が主体とな
り開催し、帰省客も含め子供には新し

⑧　小出集落

【豊年盆踊り】

8月14日
集落全世
帯

い風を、お年寄りには昔を思い出して

いただき昔の小出を語らう夕べとす
る。

（音響修理費、提灯購i入費等）

【支援額上限：88，000円】

各種団体との共催で納涼盆踊り大会
を、有明集落開発センター前広場を会

⑨　有明集落 場に実施する。集落住民のほか、帰省

【納涼盆踊り大
8月16日

集落全世
帯

客や他集落の若者も含め、子供からお
年寄りまでの交流と親睦を図る。

会】

（会場設営費等）

【支援額上限：132，000円】

（2）地域交流事業

村上市防災士会と連携した3地域ま
ちづくり協議会合同防災研修会（神納
地域・神納東地域・西神納地域）を防

合同防災訓練

6月下旬～7月上旬

各集落自
主防災会

災意識の高揚と、近年自然災害が頻発
している状況の中で、災害時に迅速に
避難運営ができる体制作りとして、地
域住民の指定避難場所である神林中学
校を会場に合同防災研修会を実施。

（1）健康福祉増進事業

2健康福
祉等の増
進、まち

健康講話事業
　11月

（日時未定）

地域全世
帯

　健康づくりを目的として、大人を対
象とした講演会を実施します。

づくり活
性化のた 地域振興課地域福祉室（ささえ～る

めの知識 隊事務局）が主催の、消防団を対象に

及び情報 神林地区生活支 「組織別ワークショップ」を行いま

の収集 援協議隊と連携
（「かみはやし

互近所ささえ～

　11月

（日時未定）

5地域合同
（消防団）

す。①「地域包括ケアシステムの実現
に向けて動き出す機会の創出」②組織
として「集落等でできること」を考え

る隊」） る機会の創出を目的に実施いたしま
す。

（2）まちづくり活性化事業

集落内の単団体のみでは解決できな
い課題を、集落内の各種団体がそれぞ

集落の課題解決
事業

通年
神納地域
対象者

れ課題を共有し、知恵を出し合い、協
力して取り組みことで解決に近づくこ
とを理想としています。

（各集落年3回程度）
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（1）連携事業

3他まち
づくり協
議会との
連携、他

①神林地区敬老
会への参画

時期未定
神納地域対

象者

　神林地区敬老会への参画：敬老会開
催は難しく、神林地区敬老会実行委員
会の動向を見て対応予定。

団体の事
業に参加 ②まちづくり活

動推進研修
（5地域連絡協

未定
5地域合同

（運営委員）

　地域間の連携を図っていくことを目
的に、5地域合同による運営委員の研
修及び情報交換会を行います。

議会）

神納 神納 三つのまちづくり協議会で神納小学
小学校 小学校区 校と連携し、運動会及び文化祭時の事

・ 運動会 （神納、神 業協力と、卒業式時に学校へ花の鉢植
（5／30） 納東、西神 えを贈呈。（鉢植えは入学式時にも使

③小中学校との
連携事業

・ 文化祭

（10／24）

・ 卒業式

納）の各ま
ち協

用。）

（3／24）

神林中学 神林中学校 コミュニティスクール（学校運営協
校 区（5つの各 議会）と連携し協力。
（未定） まち協）

④関係人口の取 4月中旬 神林地区関 道の駅を情報発信の拠点施設と位置

組 ～ 係人口創出 づけ、関係人口の仕組み作りを行い、

事業実行委 各種イベントなどを通して情報発信を
員会 予定。

【実行委員：小田会長（飯岡）、近委
員（山田）】
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令和3年度　収支予算（案）

収　入 （単位：円）

科　　目 本年度 前年度 比較 説　　明

1地域まちづくり交付金 1，834，000 1，853，000 △19，000 人口減少による（1，706→1669人）

2繰越金 521，489 133，393 388，096 前年度繰越金

3諸収入 511 607 △96 利子等

合　　　計 2，356，000 1，987，000 369，000

支　出 （単位：円）

科　目 本年度 前年度 比較 説　　明

1組織運営経費 524，000 554，900 △30，900

1役員・委員報償 347，000 347，000 0 会長　　32，000円

副会長　22，000円

監事　　2，000円×2名

委員　　17，000円×17名

2費用弁償 35，000 69，000 △34，000 会議出席等

3会議費 31，000 31，100 △100 会場借上料、お茶代等

4事務費 43，000 39，800 3，200 事務用品、振込手数料、郵便料等

5印刷製本費 68，000 68，000 0 まちづくり新聞印刷費

2集落支援事業費 912，000 923，000 △11，000 事業計画書参照

3地域交流事業費 158，000 158，000 0 3地域合同防災訓練

4健康福祉増進事業費 51，000 39，100 11，900 健康講話、支えあい事業

5まちづくり活性化事業費 81，000 102，000 △21，000 集落の課題解決事業

6他団体等連携事業費 250，000 200，000 50，000 敬老会、小中学校、関係人口連携事業等

7予備費 380，000 10，000 370，000

合　　　計 2，356，000 1，987，000 369，000

※予算の支出に不足が生じた場合は、他科目より流用できるものとする。
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第4号議案

神納地域まちづくり協議会役員の承認について

神納地域まちづくり協議会役員の選出について、次のとおり承認を求めます。

（敬称略）

役　　職 氏　　　名

監　事 松　村　克　彦

令和3年4月7日提出
　神納地域まちづくり協議会

　　　　　　　　会長小田　徹
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神納地域まちづくり協議会 運営委員、評議委員、代議員名簿

　　　　　　　　　令和3年度～

■運営委員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

岩野沢 高橋　友和 ■　　南大平 中山　裕文

山　田 近　　英俊 ■　　指　合 渡邊　政樹

山　田 近　　雅喜 ■　　指　合 佐藤　正敏

飯　岡 小田　　徹 ■　　殿　岡 佐藤克巳
飯　岡 池田　芳章 ■　　殿　岡 中山　智幸

桃川 佐藤　　俊 1　小出 本間　継一

桃　川 内山　和登 小　出 佐藤　正弥

河　内 中山　浩太 ■　　有　明 鈴木　　忍

河　内 渡邉　博之 1　　有　明 佐藤雅晴
南大平 大矢　　正

■

■評議委員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

岩野沢 高橋　芳文 ■　　南大平 大矢　良栄

山　田 松村　克彦 ■　　指　合 忠　　昭平

飯　岡 小田　礼司 ■　　殿　岡 石田　正樹

桃　川 尾方　己酉 1　　小　出 本間　整一

河　内 齋藤裕助 1　　有　明 山田　雅夫

■代議員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

山田・岩野沢 近　洋一郎 ■　　南大平 鈴木　重美

山田・岩野沢 松村　一浩 ■　　指　合 忠　　芳夫

飯　岡 小田　宏明 1　　指　合 鈴木　幸男

飯　岡 小田　修司 ■　　殿　岡 板垣　浩一

桃　川 近　　雅博 ■　　小　出 本間　高志

桃　川 白木　和美 ‘　　小　出 伊藤信一
河　内 齋藤　与志美 ■　　有　明 須貝　美佐子

河　内 齋藤綾
■　　有　明 山田　宏典

19



神納地域まちづくり協議会規約

平成24年3月15日制定

平成25年4月18日改正

　（目的）

第1条　本会は、地域に暮らす住民がお互い知恵を出し合い、協力し合って、地域の

　将来像を考え、その実現に向けて行動することによって、活気と魅力あふれる元気

　な地域を形成していくことを目的とする。

　（名称）

第2条　本会は、神納地域まちづくり協議会と称する。

　（事務所）

第3条　本会の主たる事務所は、神林支所地域振興課自治振興室（村上市岩船駅前56

　番地）に置く。

　（事業）

第4条　本会は、第1条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

　（1）地域の課題解決、地域振興及び住民交流に関すること。

　（2）健康及び福祉の増進に関すること。

　（3）安全及び安心に関すること。

　（4）環境の保全及び改善に関すること。

　（5）地域資源の有効活用に関すること。

　（6）地域の産業振興に関すること。

　（7）コミュニティビジネス等地域経営に関すること。

　（8）その他、まちづくりに関し、特に必要なこと。

　（構成）

第5条　本会は、神納地域に居住する人及び神納地域で事業を実施する個人若しくは

　法人又は神納地域で活動する各種団体をもって構成する。

　（役員）

第6条　本会に次の役員を置く。

　（1）会長　　　　　1名

　②　副会長　　　　1名

　（3）監事　　　　　2名

2　会長、副会長は、運営委員の互選により選出し、総会の承認を得る。

3　監事は、運営委員会において構成員の中から選出し、総会の承認を得る。

　（役員の職務）

第7条　会長は、本会を代表し、会務を総括する。

2　副会長は、会長を補佐し、会長に事故その他やむをえない事情により職務を遂行

　できないときは、その職務を代行する。

3　監事は、本会の事業及び会計の執行状況を監査し、総会に報告する。
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　（役員の任期）

第8条　役員の任期は、2年とする。ただし、再任は妨げない。

2　補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3　役員は、任期終了後においても後任者が就任するまでの間は、その職務を行うも

　のとする。

　（会議）

第9条　本会の会議は、総会、運営委員会及び評議委員会とする。

　（総会）

第10条　総会は、評議委員、代議員をもって構成する最高の議決機関であり、本規約

　に定める事項のほか、本会の目的を達成するために必要な事項を審議決定する。

2　総会は、通常総会及び臨時総会とし、会長が招集する。

3　通常総会は、毎年度1回開催し、臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は、

　評議委員、代議員の過半数から請求があった場合に開催するものとする。

4　総会の議長は、総会において出席評議委員、代議員の中から選出する。

5　総会は、委任状を含めた評議委員、代議員の過半数の出席により成立するものと

　する。

6　総会の議事は、出席評議委員、代議員の過半数で議決し、可否同数のときは、議

　長の決するところによる。

7　総会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

　（1）地域まちづくり計画の策定及び変更に関すること。

　〔2）規約の制定及び改正に関すること。

　（3）会長、副会長、監事の承認に関すること。

　（4）事業計画、事業報告、予算及び決算に関すること。

　（5）その他、重要事項に関すること。

　（総会の議事録）

第11条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならな

　い。

　（1）　日時及び場所

　（2）出席者数（表決委任者を含む）

　（3）開催目的、審議事項及び議決事項

　（4）議事の経過の概要及びその結果

　（5）議事録署名人の選任に関する事項

2　議事録は、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名押

　印し、事務局に備えておかなければならない。

　（運営委員会）

第12条　運営委員会は、次項によって選出された運営委員をもって構成し、会長が必

　要に応じ招集し、議長となる。

2　運営委員の選出については別に定める。

3　運営委員会は、運営委員の2分の1以上の出席により成立するものとする。
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4　運営委員会は、次の事項を審議する。

　〔1）総会に付議する事項

　（2）本会の事業の実施運営に関する事項

　（3）地域まちづくり計画案の策定及び調整

　〔4）緊急を要する重要事項

　（5）その他必要な事項

5　運営委員会は、第4項第4号を決議することができる。ただし、決議事項は、次

　の総会において報告し、その承認を受けなければならない。

6　運営委員会の中に、必要に応じて専門部会を設置することができる。専門部会の

　会務は、運営委員会で別に定める。

7　会長は、必要あると認めたときは、評議委員の出席を求め、指導、助言等を受け

　る事ができる。

8　運営委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

9　補欠により選出された運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（評議委員会）

第13条　評議委員会は、本会を構成する集落区長をもって構成する。区長が運営委員

　となっている集落は、代理者とする。

2　評議委員は総会において、運営委員会が提案する議案を審議し、議決する。

3　評議委員会は、本会の運営に係る指導、助言等を行うものとする。

　（代議員）

第14条　代議員は総会において、運営委員会が提案する議案を審議し、議決する。

2　代議員の選出については別に定める。

3　代議員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

4　補欠により選出された代議員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（事務局）

第15条　本会の円滑な運営及び事業実施に資するため、事務局を置く。

2　事務局には、事務局員を置く。

3　事務局員は、本会の事務及び会計事務を処理する。

　（会計）

第16条　本会の運営等に係る経費は、地域まちづくり交付金、その他収入をもって充

　てる。

2　本会の会計年度は、毎年4，月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

3　年度開始後に予算が総会において議決されていない場合においては、会長は、総

　会において予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準にして収支をする

　ことができる。

　（事業計画及び収支予算）

第17条　本会の事業計画及び収支予算は、総会の議決を得なければならない。
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　（監査）

第18条　会長は、事業年度終了後、事業報告書、収支決算書及び基金台帳を作成して

　監事に提出し、その監査を受けなければならない。

2　監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会

　長に報告するとともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。

　（規約の変更）

第19条　この規約は、総会において総会出席者の3分の2以上の議決を得なければ変

　更することはできない。

　（書類及び帳簿の備付け）

第20条　本会の事務所には、本会の事業実施に係る書類、収入及び支出に関する証拠

　書類並びに帳簿等活動に関する全ての書類を備え付け、公開するものとする。

　（個人情報保護の取扱い）

第21条　本会が各種取り組みを推進するため必要とする個人情報の取得、利用、提供

　及び管理については、適正に運用するものとする。

　（その他）

第22条　この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が運営

　委員会に諮り、別に定める。

　　附　則

この規約は、平成24年3月15日から施行する。

改正後の規約は、平成25年4月18日から施行する。
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神納地域まちづくり協議会運営委員等選出に関する内規

　　　　　　平成24年3月15日

改正　平成30年4月12日　一部改正

　（目的）

第1条　この内規は、神納地域まちづくり協議会規約第12条第2項及び第14条第2

　項の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。

　（運営委員の選出）

第2条　運営委員は、各集落区長が推薦する者、または協議会の目的を達成するため

　に会長が必要と認めた者とする。

2　集落区長が推薦する運営委員は、別表1のとおりとする。

　（代議員の選出）

第3条　代議員は、各集落区長が推薦する者とする。

2　代議員数は、各集落から2名以内とする。ただし、総会で認めた場合はこの限りで

　はない。

3　運営委員、評議委員は、代議員になることができない。

　　附　則

この内規は、平成24年3月15日から施行する。

この内規は、平成30年3月12日から施行する。

別表1　各集落区長推薦運営委員数（第12条関係）

集落名 人数

岩野沢 1

山　田 2

飯　岡 2

桃　川 2

河　内 2

南大平 2

指　合 2

殿　岡 2

小　出 2

有　明 2
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

山田・岩野沢

チュ・一一リップの球根植栽、備品購入

令和2年10月18日

61名

事業内容 　山田・岩野沢農事集会所において、チュー一・リッ
プの球根の植栽。

　足腰の弱い方が参加しやすくするため、高座椅
子、折りたたみテー一一ブルを購入。

　　　　　　・　．疹

’ご徽髄襲．議嬉麟

　 ㌘麓
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

飯岡

集会所備品整備事業

令和2年12月9日

事業内容 　高齢化に伴い、足腰の弱い方が増えたことによ
り、高座椅子、座布団を購入し安心して参加して
できる体制を整えた。
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

桃川

桃川環境整備、音響機材購入

令和2年11．月15日

165名

事業内容 　集落内の環境整備後、手打ちそばを各家庭に家
族分を持ち帰ってもらい夕食時に喫食して頂い
た。

　ほか、中古音響機器を購入しイベント時に使
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日

参加人数

河内

ホタルの里づくりと、クリスマスツリー

ホタル：令和2年6月下旬～8月上旬
ツリー飾り：12月下旬～1月上旬

ホタルの里づくり延べ約200名

事業内容 　ホタルの住みやすい環境づくり（カワニナの放
流、生息地域の草刈り、歩道に転落防止用の
チェーン張り）。また、鑑賞に来られた方に生態
などについて説明。
　ほか、今年で12年目を迎え、集落の活性化と住
民の活気・元気をもらっているツリーの更新。
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

南大平

集落行事参加促進事業

令和2年8月18日～9．月14日

事業内容 　足腰の負担が大きい高齢者の方も参加できる体
制づくりを実施。

購　入　物　品　写　真

自走式車椅子　2台

　　　　　iR

轟難撫 轍緯撫…憲藻轡晒二

お座敷チェア　8個

　　　　　　　　㌘麹｝∴パ’　　　、．
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

指合

統一一（合）賓ノ神、避難所備品整備

令和2年1月13日

約35名

事業内容 　集落内の奏の神を統一して人々の無病息災を願
い実施。

　ほか、避難所に指定されている集落の研修セン
ターに冬季の停電等に備え電源の必要のないス
トーブを購入。
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

殿岡

殿岡灯籠流し、備品購入

令和2年8月5日、9月19日

事業内容 　お盆に家々の思いを書き込んだ灯籠流しを準
備、コロナ禍の為中止。
　ほか、高齢化に伴い、足腰の弱い方も気兼ねな
く参加できる体制を整備。

tt

愈

令和2年度協働のまちづくり事業

§標 砦

績

四鍾
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∵
　

難

齋

家族そろって先祖の御霊を送りましょう。

　　　　　　　8万75e

4『綻6』苧30分～

0とごろ 慮邊『センター
※　灯籠流しとは：盆の終わりの日に、小さい灯籠に火をともしてjllや海に流

　す霊くたま）送り。精霊が帰るのを送ること。

　　◎瀞瑠励、樋ク聯薯繊ソの栃∂疹β炭艦亡で

　※実行委員会では、9H（日）朝に各お宅に灯龍をお凡りします。

　※その際、1世帯500円のご寄付をお願いしたします。

灯籠に各自の思いをお書きいただき、15Hに持参してお集まりください。

尚、雨天・河川増水の場合また：1ロナ禍の状況により中止・延期等を実亘委

員会より連絡いたします。新型コnナ対策として参加者にマスクを配布いた

ますので着用をお願いいたします。

繍曙蛎繍滋ト1レ葵搬資会
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

小出

運動公園ライトアップ、盆踊り準備

令和2年4月上旬

事業内容 　集落内の公園に桜のライトアップを実施。
　ほか、中断していた盆踊りを今年から行う予定
で準備、コロナ禍により中止。
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令和2年度集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

有明

会議用テーブル、納涼盆踊り大会

令和2年5月20日、7月1日

事業内容 　会議用のテーブルを更新。
　ほか、有明集落開発センター前広場を会場に盆
踊りを予定、コロナ禍により中止となり、準備し
ていた提灯等を購i入。

34



令和2年度健康福祉増進事業

地域 名

事業名

開催日
参加人数

神林地区

「ささえあいカタログ」vo1．2の作成

令和3年3月1日発行

事業内容 　　地域で安心して暮らせる支えあいのまちづくり
（生活支援が包括的に確保される体制）を目的に
生活支援協議隊と連携し「ささえあいカタログ」
vol．2を作成。
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令和2年度連携事業

地区名

事業名

開催日
参加人数

神林全体

関係人口の取組

令和2年7月6日～

実行委員ほか

事業内容 　人口減少高齢化の中、魅力ある地域を目指し情
報発信を行い関係人口の取組を行い、若者がこの
地域を離れないするためや、1・Uター一・ンのしやす

い環境作りを目指し、神林地域活性化協議会と、5
地域まちづくり協議会で令和2年7月6日に神林地区
関係人口実行委員会を立ち上げました。
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神納地域まちづくり協議会

村上市神林支所地域振興課内

〒959－3492

村上市岩船駅前56番地

電話・告知端末：66－6122（直通）

FA×：66－6110


